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1 はじめに 

 コウヨウザン（Cunninghamia lanceolata (Lamb.) 

Hook）はヒノキ科に属する中国原産の針葉樹である。

スギ、ヒノキ等の日本の主要造林樹種と比較して成

長が早いことから（山田ら 2018）、早生樹と呼ばれ

ている。また構造材として十分な強度を持つため（劉

ら 1999; 藤澤・何 2012）、スギ、ヒノキ等に続く新

たな選択肢として人工林への本格的な植栽が期待さ

れている（林野庁 2016）。林木育種センターでは、

将来的な苗木の安定供給に資するため、コウヨウザ

ンを安定的に着花させるための管理手法の開発に取

り組んでいる。 

 林木の着花促進には代表的な方法として、植物ホ

ルモンの施用と環状剥皮の 2 つの方法が使用されて

いる。植物ホルモンではジベレリン 3（GA3）が一般

的で、スギ、ヒノキ、アスナロ等の広義ヒノキ科に効

果が認められている（加藤ら 1959; 橋詰ら 1970; 

那須・寺田 2002）。コウヨウザンもヒノキ科に属す

るが、これまでに行われた GA3による実験の多くは効

果が認められていない（古越・谷口 1982; 加藤ら 

1959; 林木育種センター遺伝資源部 2018; 稲永ら 

2019)。環状剥皮とは、幹や枝の一部分の樹皮を狭い

幅で環状に取り除く処理のことで、接木ナイフ等で

傷をつける処理の場合はスコアリングと呼ぶ。環状

剥皮は日本国内の造林樹種では主にカラマツおよび

グイマツで行われているが（内山ら  2007; 

Matsushita et al. 2020）、コウヨウザンへの適用例

は今のところ見られない。 

 そこで本研究では、GA3およびスコアリングによっ

てコウヨウザンの着花促進を試みた複数回の試験の

結果を時系列を追って報告する。本研究は、第 4 期

中長期計画の新需要創出に資する樹種の収集と保存

の一環として行い、農研機構生研支援センター「イ

ノベーション創出強化研究推進事業」の支援を受け

た。 

 

2 GA3ペーストおよびスコアリング試験 

 挿し木から 3年程度経過した苗 5クローンに対し、

GA3ペースト塗布、スコアリング処理、およびコント

ロールの 3処理を行った（表 1）。GA3ペースト塗布で

は、根元付近で縦 2.0 cm、横 0.5 cm の範囲を剥皮

表 1 実験に使用したコウヨウザン個体の各枝の処理と処理日 

系統
GA3

ペースト

スコア

リング

GA3

ペースト

スコア

リング

GA3

ペースト

スコア

リング

コント

ロール

合計

個体数

茨城(林育)C2 個体数 1 2 1 2 1 2 3 12

着花個体数

109-6 個体数 1 1 1 1 1 5

着花個体数 1

470-① 個体数 1 1 2

着花個体数 1 1

470-② 個体数 1 1 2

着花個体数 1 1

593-1 個体数 1 2 1 2 1 2 3 12

着花個体数 2 2 1

合計個体数 3 5 3 5 3 5 9 33

合計着花個体数 0 3 1 2 1 1 2 10

9月7月 8月



し、ジベレリン協和ペースト（三井化学アグロ株式

会社、東京都）を塗布した（図 1）。スコアリング処

理では手鋸を使用し、形成層まで届く深さの傷を幅

1〜2 cm 程度の間隔をあけて螺旋状に 4 周つけた。

コントロールは無処理とした。処理個体数は 1 クロ

ーンあたり 2〜12個体、処理日は 2018年 7月 19日、

8月 23日、9月 18日とした。 

 これらの結果、顕著な差は見られなかったものの、

全処理日のスコアリングで着花個体が現れた。全て

雄花で、雌花は見られなかった。処理個体数が 12個

体であった 2 クローンでは開花個体数に差があり、

茨城(林育)C2 は 1 個体も着花しなかったが、593-1

ではスコアリング処理を行った 5 個体で着花した。

クローンあたり、処理あたりの個体数が少ないため

統計解析を行うことはできないが、着花にクローン

間差がある可能性、およびスコアリングで着花が促

進される可能性が示唆された。 

 

3 1年生挿し木苗 GA3葉面散布試験 

 林木育種センター内に植栽されている 5 クローン

（茨城(林育)C4、C5、C8、C9、C10）の 1年生挿し木

苗を各 28 個体使用し、GA3水溶液の葉面散布処理を

行った。ジベレリン協和粉末（三井化学アグロ株式

会社, 東京都）を 500 ppmの水溶液に調整し、プラ

スチックカップに適量を入れ、挿し木苗の枝先を浸

漬することで葉面散布処理とした（図 2）。処理は挿

し木苗 1個体から 2〜4枝を選定し、1枝あたり 1処

理を行った。処理の種類は 2019 年 7 月、8 月、9 月

の 3 種類および無処理のコントロールとし、1 個体

の複数枝に処理する場合の交互作用を検出するため、

個体内の複数の枝に対し 1回処理、2回処理、3回処

理の合計 7 種類の処理グループを作成した（表 2）。

ただし無処理のコントロール枝は全個体に作成した。

各処理グループにつき 1 クローンあたり 4 個体を使

用した。 

 これらの結果、2020年 3月 9日の調査時点で、全

個体で花芽は見られなかった。本実験に使用した挿

し木苗の生産には成木の伐採後に多数得られた萌芽

枝を使用しており、すべて垂直に芯立ちした優良な

苗木であった。一方、萌芽枝の発生からの経過年数

が少なかったため、主幹と枝の両方が比較的貧弱で

あった。これらの挿し木個体は、着花よりも栄養成

長に投資する段階にあったために GA3 の効果が現れ

なかった可能性がある。今後は、より個体サイズが

図 2 コウヨウザン挿し木苗の GA3水溶液の葉面散布。（a）

処理枝を GA3 水溶液に浸漬することで散布処理を行った。

（b）2019年 10月 4日の処理苗の様子。処理枝のタグは、

青が 7月、黄が 8月、緑が 9月、白がコントロールを示す。 

a b 

図 1 コウヨウザン挿し木苗の（a）GA3 ペースト塗布およ

び（b）スコアリング処理。 

a b 

表 2 2019 年に行った GA3 水溶液の葉面散布における処

理グループ 

各処理は個体内の枝 1 本づつに行われた。1 行が 1 処理グループ

であり、1 個体内の複数の枝にそれぞれ異なる処理を行った。1 系

統当たり 4 個体を各処理グループに使用したため、1 系統の合計

使用個体数は 28 個体となった。 
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○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○
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大きく、挿し木からの経過年数が長い個体での再実

験を行う必要がある。 

 

4 地植え個体および寝伏せ処理苗への GA3葉面散布

試験 

 林木育種センター内の 2 カ所に植栽されている合

計 43 クローンを使用し、GA3水溶液の葉面散布処理

を行った。調査地 861A地番では、地植えされている

16 クローンの各１個体から処理に適したサイズの 3

〜9 枝を選定し、2020 年 7 月および 8 月にそれぞれ

1〜3枝を 300 ppmの GA3水溶液に浸漬した（表 3）。

調査地 851E地番では 27クローンの各 1〜4クローン

に対し同様の処理を行った。 

 これらの結果、2021 年 1 月 19 日の調査時点で、

高知(辛川山)C267 の 7 月処理枝および静岡(樹芸

研)G364（個体番号 1）の 7月処理枝において、それ

ぞれ雄花芽 1 個を確認した。他のクローン、個体、

処理枝では花芽は見られなかった。本実験で使用し

た個体は 2017 年から 2018 年にかけて植栽された個

体であり、861A地番の樹高は概ね 1.5 m程度、851E

地番では採穂台木として寝伏せ処理をしていたため

樹高は低いが、両調査地の個体とも処理枝には強い

枝性が見られ、成木において典型的な着花枝の形状

を示していた（図 3）。また、同時に植栽された他の

クローンでは、GA3等の促進処理無しで自然に着花し

た個体も存在した。したがって、前項の GA3水溶液の

図 3 2020 年に行った GA3水溶液の葉面散布に使

用した 851E地番の寝伏せ処理個体。処理枝のタグ

は、青が 7 月、黄が 8 月、白がコントロールを示

す。 

表 3 2020 年に行った GA3 水溶液の葉面散布における

対象クローンおよび各個体の処理枝数 



葉面散布処理に使用した 1 年生挿し木苗よりも個体

サイズおよび挿し木からの経過年数は改善されてい

たものの、本実験の条件では GA3水溶液の葉面散布処

理に着花促進効果が無かったと考えられる。より個

体サイズが大きく、挿し木からの経過年数が長い個

体を使用すること、7 月または 8 月以外の処理時期

を検討することなどが必要である。 

 

5 スコアリング試験 

 林木育種センター内に植栽されている 5 クローン

（茨城(林育)C2、C5、C8、C9、C10）の 2年生挿し木

苗を使用し、スコアリング処理を行った（表 4; 図

4）。スコアリング処理には上述と同様の手法を用い、

3周とした。コントロールは無処理とした。処理個体

数は 1 クローンあたり 3〜6 個体、処理は 2020 年 7

月 20日および 8月 19日に行った。 

 これらの結果、2021 年 1 月 28 日の調査時点で、

全個体で花芽は見られなかった。本実験で使用した

個体の一部は 2019年に行った GA3水溶液の葉面散布

処理と共通しており、連年の着花促進処理にもかか

わらず効果が認められなかった。本実験では根元径

は 2〜3 cm程度とスコアリング処理が可能なサイズ

の個体を使用したが、より個体サイズが大きく、挿

し木からの経過年数が長い個体での検討が必要と考

えられる。 

 

6 考察 

 コウヨウザンの GA3 による着花促進は日本におい

て針葉樹の着花促進が検討され始めた最初期から試

みられてきたが（加藤ら 1959）、2023年現在に至る

まで国内での確実な成功報告が見られない。一方、

中国には採種園での成功事例の紹介がある（迟・傅

1989）。この実験にはクローン増殖個体による採種園

が使用され、園内に植栽された個体のうち 2／3以上

が接ぎ木後 1〜3年で開花していた。実験には未開花

の個体が使用され、接ぎ木から 3 年目の時点で CMC

ペーストによる GA3 の樹皮下埋め込み処理を行って

いるが、クローン間差は考慮されておらず、処理対

象の樹木サイズが不明であった。また、他のクロー

ン増殖個体のうち 2／3 以上が開花済みであったこ

とから、接ぎ木に使用した枝の枝齢や、すでに開花

済みの枝を接ぎ木に使用したかどうかといった形質

によって、接ぎ木後の開花が影響された可能性を排

除できないと考えられる。 

 スギでは 3 年生実生で GA3 処理による着花促進が

可能とされており（斎藤ら 2005）、ヒノキでは接ぎ

木後 2 年から 3 年程度の若齢のクローン個体で GA3

処理が行われている（遠藤・小林 2013）。本研究で

も挿し木から同程度の年数が経過した苗を供試して

いるにもかかわらず、有効な着花は見られなかった。

このことから、コウヨウザンでは着花の準備が整っ

た、より高齢の枝を使用したクローン増殖によって

着花促進の効果を高める必要があるかもしれない。 

図 4 2020年のスコアリング処理に使用した 2年生挿し木苗、右側は 7月処理、左側は 8月処理。 

表 4 2020 年に行ったスコアリング処理に使用した

クローンと挿し木個体数 

系統名 7月処理 8月処理 コントロール

茨城(林育)C2 3 - 3

茨城(林育)C5 6 6 6

茨城(林育)C8 6 6 6

茨城(林育)C9 5 5 5

茨城(林育)C10 5 5 5

処理個体数



 稲永ら(2019)では GA4と GA7の混合試薬（GA4/7）を

使用し、成木の大枝に対する着花促進を試みたが、

有意な効果は見られなかった。ジベレリンは 2015年

時点で 136種類確認されており（Hedden and Sponsel 

2015）、ドイツトウヒのシュートからは GA1、GA3、GA4、

GA7、GA9、GA12、GA15、GA20、GA29、GA34、GA51、が、ま

たヨーロッパアカマツの樹幹と針葉からは GA1、GA3、

GA4、GA9、GA12、GA20 が検出されていることから

（MacMillan 2002）、針葉樹は GA3に限らず多様なジ

ベレリンを生合成していると考えられる。コウヨウ

ザンではこれまで針葉樹で使用されてきたものとは

異なる種類のジベレリンを施用することで、着花が

促進されるかもしれない。 

 本報告では物理的な着花促進手法としてスコアリ 

ングを採用したが、他の針葉樹に有効な手法として

根切りが挙げられる（藤澤 2015）。根切りは主にカ

ラマツの着花促進で検討されており、高い効果が見

られる場合や（畠山 1974）、強度の根切りで環状剥

皮と同程度の効果があるとする報告が見られる（三

上ら 1979）。コウヨウザンでも今後の検討に値する

と考えられる。 

 本報告では確実な着花促進方法の開発には至らな

かったが（表 5）、上記のように未だ試行錯誤の余地

があることから、今後の研究の進展に期待するもの

である。 
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